


新たな時代の変化に対応した
みやざき農業の成長産業化を目指して

　平成23年6月に策定した第七次宮崎県農業・農村振興長期計画では、口蹄疫からの再生・

復興と農業の新たな成長産業化を目標に掲げ、農業者や関係機関が一体となって施策に

取り組んだ結果、平成26年の農業産出額は、3,326億円と口蹄疫発生前の水準にまで回復し、

さらには、企業の農業参入、産地加工の取組が進むなど、一定の成果が得られたものと考えて

おります。

　一方では、計画策定以降、T P P協定に代表される国際貿易交渉の進展や、食の安全のみ

ならず、健康、簡便、美味しさ、国産志向といった消費者ニーズの多様化、人口減少に伴う農村

地域の活力低下、「地域の活力創造プラン」や規制改革会議に象徴される国の農政改革などに

より、本県農業は大きな変革期を迎えております。

　私は、このような厳しい時代であるからこそ、ピンチをチャンスと捉え、既成概念にとらわれず、

新たな時代の変化に対応したみやざき農業の成長産業化にチャレンジしていくことが重要で

あると考えております。



　この後期計画では、T P P協定などの国際化の進展や、人口減少社会における担い手の減少・

高齢化といった環境の変化を踏まえて施策を再編するとともに、従来の基本計画に加え、今後

5年間で産学官民が協働して重点的に取り組む「重点プロジェクト」を設けるなど、現計画を

発展させる形で見直しを行いました。

　具体的には、マーケットニーズに的確に対応できる新しい産地と担い手の姿を示した、「産地

経営体育成プロジェクト」を柱に、中山間地域での所得向上や、誇り・絆づくりを進める「地域

づくりプロジェクト」を組み合わせ、今後5年間の本県農業の進むべき道筋を実効性のあるプラン

としてお示ししています。

　本県が地方創生のトップランナーであるためには、農業者が「夢」と「希望」をもって邁進して

いけるよう、「儲かる農業の実現」に取り組み、農業や関連産業の雇用創出による「人口のダム」

の構築を通じて、人口流出に歯止めをかけることが重要であります。

　また、ふるさとを想起させる農村の景観や、農業者が手塩にかけて生産した農畜産物は、「日本

のひなた宮崎県」の宝であり、こうした農業や農村の魅力を生かした本県への移住促進、交流

人口の拡大を図っていくことも重要であります。

　本計画の実現、さらには、地方創生の実現に向け、農業者や関係機関・団体の皆様と手を携え

ながら、基幹産業である農業の成長産業化の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

　終わりに、この計画の策定に当たりまして、御協力いただきました宮崎県農政審議会の皆様方

をはじめ、各地域における意見交換会等で貴重な御意見を賜りました関係者の方々に厚く

お礼を申し上げます。

　平成28年6月

宮崎県知事
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